
家計金融資産2,350兆円の約半分がなお現預金
物価高で実質価値が目減りするなか、進む「貯蓄から投資へ」──眠るマネーの受け皿が問われる

■金融商品別の構成（2025年12月末・残高2,350.9兆円）

約半分・1,140兆円が"待機"
18年ぶりに5割割れ（48.5%）
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■家計金融資産に占める現預金比率の推移（％）

48

49

50%ライン

51

50.3%

2025年6月末

49.1%

2025年9月末

48.5%

2025年12月末

2007年9月以来、初めて5割を下回る

出所）日本銀行「資金循環統計（2025年第4四半期）」より作成。「その他」は対外証券投資・債務証券・金融派生商品等を含む。


